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し
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育
者
と
し
て―

開館時間 ： 午前９時 30 分～午後５時
休 館 日 ： 月曜日及び年末年始（12⁄29～１⁄4）
　　　　　月曜日が祝日の場合は開館し、翌日と翌々日を休館
入 館 料 ： 300円（20 名以上の団体 200 円）　年間パスポート1,000 円
   ・中学生以下、障害者手帳持参の方とその介助者、校外学習の高校生以下と引率教諭、
　　　　　  「東京・ミュージアムぐるっとパス 2022」利用者は無料
  

三鷹市山本有三記念館
編集・発行

〒181-0013　東京都三鷹市下連雀 2-12-27
TEL：0422-42-6233
URL：http://mitaka-sportsandculture.or.jp/yuzo/

アクセス：  JR 中央線「三鷹駅」南口より徒歩12 分
   JR 中央線・京王井の頭線「吉祥寺駅」南口（公園口）より徒歩20 分
   三鷹駅南口よりみたかシティバス「むらさき橋」下車徒歩2分
   吉祥寺駅南口より小田急バス「万助橋」下車徒歩 5分

令
和
４
年
9
月
10
日（
土
）〜
令
和
5
年
3
月
5
日（
日
）

@BungeiMitaka過去の企画展館報をホームページで公開しています。

《ガイドボランティア》
土・日・祝日の午後１時から４時まで解説を行っています。事前申込は不要ですので、お気軽に声をおかけください。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、休止している場合がございます。
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山
本
有
三
［
１
８
８
７
―
１
９
７
４
］
は
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
の
長
き
に
わ
た
り
劇
作
家
お
よ
び
小
説
家
と
し
て
活
躍

し
た
人
物
で
す
。
ま
た
、
作
家
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
青
少
年

の
育
成
や
議
員
職
な
ど
、
多
角
的
な
活
動
を
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
青
少
年
の
育
成
に
は
生
涯
を
と
お
し
て
並
み
な
ら
ぬ

熱
意
を
注
ぎ
、
児
童
向
け
叢
書
『
日
本
少
国
民
文
庫
』（
昭

和
10
～
12
年
）
の
編
纂
や
、
自
邸
で
蔵
書
を
開
放
し
た
〈
ミ

タ
カ
少
国
民
文
庫
〉（
昭
和
17
～
19
年
）
の
活
動
、
小
学
校

用
教
科
書
『
山
本
有
三
編
集
国
語
』
の
刊
行
（
昭
和
27
年
）

な
ど
、
次
代
の
担
い
手
で
あ
る
青
少
年
の
教
育
に
心
を
砕
き

ま
し
た
。

　

文
藝
春
秋
新
社
の
編
集
局
長
で
あ
っ
た
池
島
信
平
は
、
昭

和
34
年
の
対
談
に
お
い
て
、
山
本
有
三
に
は
「
教
育
者
と
し

て
の
何
か
」＊
１
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
及
し
て
い
ま
す
。

そ
の
教
育
者
と
し
て
の
出
発
期
と
も
位
置
付
け
ら
れ
る
の

が
、
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
か
ら
11
年
に
か
け
て
の
明
治

大
学
文
科
専
門
部
文
芸
科
長
と
し
て
の
活
動
で
し
た
。

　

昭
和
６
年
、
明
治
大
学
で
は
、
長
ら
く
学
生
の
募
集
を
停

止
し
て
い
た
文
学
部
を
新
た
に
文
科
専
門
部
と
し
て
復
活
さ

せ
る
こ
と
に
決
め
、そ
の
う
ち
の
一
科
で
あ
る
文
芸
科
を
「
作

家
を
作
る
所
」＊
２
と
定
め
ま
し
た
。
科
長
を
務
め
る
人
物
に

は
、
作
家
か
つ
学
者
で
あ
り
、
文
壇
方
面
に
有
力
な
人
物
が

求
め
ら
れ
、
大
学
が
ふ
さ
わ
し
い
候
補
者
と
見
込
ん
だ
の
が

山
本
有
三
で
し
た
。

　

当
時
の
有
三
は
、「
波
」（
昭
和
３
年
）、「
風
」（
昭
和
５
年
）

と
い
っ
た
長
編
小
説
を
「
東
京
・
大
阪
朝
日
新
聞
」
に
連
載

し
、
す
で
に
文
壇
の
大
家
と
し
て
の
風
格
を
漂
わ
せ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
作
家
の
著
作
権
擁
護
に
尽
力
し
て
い
た
ほ
か
、

「
小
学
国
語
読
本
」
の
改
善
に
一
言
す
る
な
ど
、
社
会
的
な

行
動
力
を
持
つ
人
物
と
し
て
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
は
「
第
一
候
補
山
本
有
三
、
第
二
候
補
山
本
有
三
、

第
三
候
補
山
本
有
三
」
＊
３
と
い
う
ほ
ど
の
熱
意
で
交
渉
に
臨

み
、
科
の
プ
ラ
ン
編
成
の
全
て
を
一
任
す
る
と
い
う
条
件
を

提
示
し
て
説
得
に
あ
た
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
文
壇
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
有
三
に
と
っ

て
、
作
家
と
は
「
成
る
」
も
の
で
あ
り
「
作
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
」＊
４
と
い
う
動
か
し
が
た
い
考
え
が
あ
り
、
文
芸
科

を
「
作
家
を
作
る
所
」
と
す
る
考
え
は
首
肯
で
き
ぬ
も
の
で

し
た
。
熱
心
な
説
得
を
受
け
、
科
長
職
を
引
き
受
け
は
し
た

も
の
の
、「
作
家
を
養
成
し
、
仕
立
て
あ
げ
よ
う
な
ぞ
と
い

う
心
は
み
じ
ん
も
な
い
」＊
４
と
い
う
考
え
を
貫
き
、
学
生
自

ら
に
文
学
を
「
会
得
」
さ
せ
る
た
め
の
独
自
の
科
を
作
り
上

げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

有
三
が
文
芸
科
に
お
い
て
目
指
し
た
の
は
、
暗
記
や
詰
込

み
に
よ
る
文
学
知
識
の
教
授
で
は
な
く
、
文
学
を
通
し
て
学

生
た
ち
の
な
か
に
あ
る
よ
い
芽
を
伸
ば
す
こ
と
で
し
た
。
里

見
弴
、
豊
島
與
志
雄
、
岸
田
國
士
と
い
っ
た
錚そ

う
そ
う々

た
る
文
壇

人
を
講
師
と
し
て
招
請
し
、
学
生
た
ち
と
密
接
に
関
わ
ら
せ

る
こ
と
で
学
生
が
自
身
の
人
生
に
活
か
し
得
る
も
の
を
学
び

取
ら
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

在
任
期
間
は
４
年
に
と
ど
ま
り
ま
す
が
、
有
三
が
築
き
上

げ
た
文
芸
科
は
、
そ
の
偉
観
を
誇
る
講
師
陣
の
顔
ぶ
れ
と
、

型
に
は
ま
ら
ぬ
指
導
内
容
と
で
、
今
も
な
お
同
大
学
史
の
な

か
で
異
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
有
三
の
文
芸
科
長
就
任
90
周
年
を
記
念
し
、

作
家
と
し
て
、
ま
た
教
育
者
と
し
て
、
両
輪
で
活
躍
し
た
昭

和
７
年
か
ら
11
年
ま
で
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
文
芸
科
長
と
し
て
の
活
躍
を
報
じ
た
新
聞
や
、
長
編

小
説
「
女
の
一
生
」（
昭
和
７
～
８
年
）
の
自
筆
書
き
込
み

入
り
の
新
聞
切
り
抜
き
な
ど
、
多
彩
な
資
料
と
と
も
に
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

＊
１
…
山
本
有
三・池
島
信
平・吉
野
源
三
郎
「
文
壇
よ
も
や
ま
話　

山
本
有
三
の
巻
」（
昭　

和
34
年
６
月
）（『
文
壇
よ
も
や
ま
話
（
上
）』
中
央
公
論
新
社
平
成
22
年
10
月
よ
り
）

＊
２
…
「
明
治
大
学　

臨
時
商
議
委
員
会
議
事
録
」（
昭
和
７
年
２
月
）（『
資
料　

明
治

大
学
教
育
制
度
発
達
史
稿
［
６
］』
明
治
大
学
広
報
課
・
歴
史
編
纂
資
料
室　

昭
和
56

年
３
月
よ
り
）

＊
３
…
渡
辺
世
祐
・
藤
沢
衛
彦
・
菅
藤
高
徳
・
大
木
直
太
郎
・
宗
京
奨
三
「
座
談
会　

文

化
創
立
期
を
め
ぐ
っ
て
」（
昭
和
27
年
）（『
資
料　

文
科
専
門
部
の
創
設
』
明
治
大
学

文
学
部　

昭
和
54
年
３
月
よ
り
）

＊
４
…
山
本
有
三
「
卒
業
製
作
選
集
の
あ
と
に
」（「
明
治
大
学
文
芸
科
卒
業
製
作
選
集　

第
一
輯
」
健
文
社　

昭
和
10
年
６
月
）

　
（
文
芸
企
画
員
・
学
芸
員　

三
浦
穂
高
）

２月 山本有三記念館
三鷹ネットワーク大学共催講演会

「路傍の石」を読み直す～吾一少年と雑誌の時代～
　企画展「「路傍の石」に描かれた少年」（会期：令和３年９月 11 日～令
和４年３月６日）の関連企画として、フリーの編集者兼ライターとして活躍中
の円満字二郎氏をお招きし講演会を開催しました。

「路傍の石」の主人公・吾一に採り入れられた出
版創業者たちの経歴や、当時の出版・印刷事情と
いった時代背景について詳しく解説いただきまし
た。新たな視点で作品を読み直す講演内容に、参
加者からは「「路傍の石」をもう一度読み直してみ
たくなった」という感想が多数寄せられました。

　山本有三は明治大学文科専門部文芸科科長の職を勤めながら、作家活動も行っていました。昭和８（1933）年 11 月 3 日には、前年
から東京・大阪朝日新聞で連載していた『女の一生』を中央公論社から刊行しています。
　有三はこの初版の印税三千円を、二千円は学生の奨学金として、千円は文芸科研究室の図書購入費として、明治大学に寄付しました。
さらに、昭和 10 年には雑誌「主婦之友」に連載する「真実一路」の原稿料二千円を同大学に寄付し、寄付総額は五千円＊1にのぼりました。
　この奨学金を受けた学生の一人である関口次郎は、昭和 12 年に文芸科を卒業
後、北海道新聞社に就職。昭和 36 年に同社の取締役に就任します。その翌年、
有三から受けた恩義に報いるとともに、当時の自分のように苦労している学生に
役立たせることができたらと、十万円＊2を明治大学に寄付しました。関口の訪問
を受けた有三は、25 年の時を経て大成した卒業生の申し出に非常に感激したと
いいます。＊3

＊ 1、2 昭和 7 年の文芸科の年間授業料は百円。また、昭和 40 年の年間授業料は三万円。
　 （参考：「明治大学文科要覧」昭和 7 年、「明治大学学則」昭和 40 年）
＊ 3 参考：「週刊明治大学新聞」昭和 37 年 4 月 12 日号

　（文芸企画員・学芸員　橋口　里菜 )

事 業 報 告

コラム　 　苦学生に活かされた山本有三の奨学金

『女の一生』（中央公論社　昭和8年11月）

　四季折々の姿を見せる山本有三記念館をあなた
だけのタッチで描いてみませんか。コンテスト終了
後、受賞作品は山本有三記念館で展示いたします。
有三記念公園は入場無料です。お気軽にスケッチに
お越しください！

募集期間 ：令和４年10月１日（土）～12月18日（日）

コンテスト：令和５年１月 21日（土）～29日（日）

会　  場：三鷹市公会堂さんさん館２階展示室

受賞作品展示：令和５年２月１日（水）～３月５日（日）

会　  場：三鷹市山本有三記念館

※応募詳細につきましては、当記念館までお問合せいた
だくか、ホームページをご覧ください。

　５月 13 日・14 日、朗読家・野田香苗さんとフルー
ト奏者・長谷川広美さんをお招きし、朗読コンサー
トを開催しました。山本有三の三鷹時代の作品「は
にかみやのクララ」をはじめとする朗読に合わせ、
多彩な楽曲を演奏していただきました。来場者から
は「朗読とフルートがよく調和して情景が目に見える
ようだった」などのお声をいただきました。

５月 第13回 春の朗読コンサート

第８回
三鷹市山本有三記念館

スケッチコンテスト作品募集
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（
イ
ギ
リ
ス
文
学
）、
長
与
善
郎
（
文
芸
論
）、
船
橋
聖
一
（
源

氏
物
語
）、
高
橋
健
二
（
ド
イ
ツ
文
学
）、
米
川
正
夫
（
ロ
シ

ア
文
学
）、谷
川
徹
三（
美
学
）、久
保
田
万
太
郎（
俳
句
研
究
）、

岩
田
豊
雄
〔
獅
子
文
六
〕（
文
芸
論
）、
吉
田
甲
子
太
郎
（
米

文
学
）
な
ど
の
豪
華
な
講
師
陣
が
集
め
ら
れ
た
。

　

当
時
、
学
生
で
あ
っ
た
者
は
そ
の
時
の
様
子
を
「
教
授
と

学
生
が
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
せ
て
や
る
よ
う
な
授
業
で
あ
っ

た
。」
と
言
い
、「
里
見
組
、
岸
田
組
、
豊
島
組
、
横
光
組
等

に
分
か
れ
て
、
時
に
は
学
外
の
根
城
に
集
り
講
義
を
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
り
な
が
ら
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
。
ま
た
そ
の
他
の
先
生
の
講
義
も
時
々
こ
う
し
た
場
所
で

や
っ
た
の
で
あ
る
。
た
ま
に
は
ビ
ー
ル
が
出
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
蛇
足
を
加
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
出
費
で
先
生

業
も
楽
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
う
し
た
行
き

方
の
中
か
ら
じ
か
に
教
授
の
人
格
、
人
間
性
、
思
想
、
或
は

論
理
と
論
理

の
ひ
だ
に
あ

る
も
の
が
に

じ
み
出
て
来

て
教
え
る
も

の
と
教
わ
る

者
と
が
一
体

に
と
け
こ
む

よ
う
な
効
果

を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
こ

れ
は
山
本
有

三
の
教
育
感

で
あ
っ
た
。

真
の
教
育
と

三鷹市山本有三記念館館報　第 25号［2］

　

夏
目
漱
石
の
年
譜
を
み
る
と
「
明
治
三
七
年
四
月
、
明
治

大
学
講
師
」
と
い
う
記
述
が
目
に
付
く
。
こ
れ
は
か
つ
て
明

治
大
学
の
文
科
（
文
学
部
）
に
漱
石
が
兼
任
講
師
と
し
て
出

講
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
文
科
の
設
置
は
漱

石
が
就
任
し
た
ま
さ
に
明
治
三
七
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
し
か
し
文
科
へ
の
進
級
者
が
少
な
く
、
開
講
は
三
九
年

九
月
ま
で
延
期
さ
れ
る
。
そ
の
間
は
予
科
学
友
会
と
い
う
文

芸
サ
ー
ク
ル
や
文
学
研
究
会
な
ど
の
集
ま
り
で
代
替
の
授
業

が
行
わ
れ
、
漱
石
も
こ
こ
で
講
義
を
し
て
い
る
（
三
九
年
一

月
辞
職
）。
三
九
年
に
よ
う
や
く
正
規
の
授
業
が
開
始
さ
れ

る
が
、
同
時
期
に
京
都
に
二
つ
目
の
帝
国
大
学
が
で
き
、
そ

ち
ら
に
教
師
陣
を
取
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
結
局
学
生

が
集
ま
ら
ず
、
一
度
だ
け
卒
業
生
を
出
し
た
だ
け
で
明
治
大

学
の
文
科
は
閉
鎖
さ
れ
る
。
だ
が
、
制
度
上
、
廃
止
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
募
集
中
止
と
い
う
形
で
残
る

こ
と
と
な
る
。

　　

当
時
の
明
治
大
学
は
法
・
政
・
商
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
世

間
学
」（
実
学
）
の
学
部
を
持
つ
も
の
の
、
総
合
大
学
と
し

て
の
形
を
整
え
る
た
め
に
も
「
人
間
性
の
研
究
」
を
行
う
文

科
設
置
の
必
要
性
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
生
募
集
の
面
か

ら
な
か
な
か
実
現
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
創
立
五
十
周
年
を
契
機
に
文
科
復
活
の
機
運
を

高
め
る
べ
く
、
設
置
運
動
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
昭
和
七
年
五
月
、
紆
余
曲
折
を
経
た
の
ち
、
よ
う
や
く

新
生
文
科
が
再
ス
タ
ー
ト
す
る
。

は
こ
う
し
た
中
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
と
言
う
こ
と
で
あ
っ

た
。」
と
述
べ
て
い
る
（
注
３
）。

　

ま
た
、
山
本
有
三
は
当
時
、
朝
日
新
聞
に
連
載
し
て
い
た

小
説
『
女
の
一
生
』
を
単
行
本
と
し
て
出
版
し
た
際
、
そ
の

印
税
を
「
女
の
一
生
を
書
い
た
け
れ
ど
、
こ
れ
を
男
の
一
生

の
為
に
し
た
い
」（
当
時
、
文
芸
科
の
学
生
は
男
子
の
み
）

と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
第
一
回
の
印
税
を
学
生
の
た
め
の
奨

学
金
と
し
て
寄
付
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
い
る
。
有
三
は
明

治
大
学
の
校
歌
の
レ
コ
ー
ド
を
買
っ
て
き
て
家
で
か
け
る
な

ど
愛
校
の
念
を
持
ち
、
ま
た
自
身
が
苦
学
し
た
経
験
か
ら
学

生
の
経
済
的
援
助
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
（
注
４
）。
当
時

の
学
内
報
に
は
「
山
本
科
長
は
去
月
二
十
九
日
午
後
一
時
、

文
芸
科
幹
事
吉
田
教
授
を
伴
っ
て
専
務
理
事
に
面
会
し
、
中

央
公
論
社
か
ら
受
取
っ
た
印
税
三
千
円
の
小
切
手
の
ま
ま
、

左
の
希
望
条
件
を
附
し
て
寄
附
を
完
了
し
た
。
使
途
希
望
条

件　

一
、二
千
円
也　

文
芸
科
関
係
奨
学
資
金　

二
、
文
芸

科
研
究
室
備
付
図
書
購
入
費　

右
の
中
、
そ
の
一
条
に
文
芸

科
関
係
と
あ
る
が
、
卒
業
早
々
適
当
な
就
職
な
く
し
て
生
活

上
支
障
を
来
す
者
の
う
ち
、
幾
分
で
も
奨
励
し
て
や
れ
ば
、

天
分
を
伸
ば
し
得
る
見
込
の
者
に
も
支
給
し
得
ら
れ
る
よ
う

に
と
の
希
望
で
あ
る
。」
と
あ
る
（
注
５
）。
こ
れ
な
ど
も
文

学
を
志
す
こ
と
の
難
し
さ
と
同
時
に
、
学
生
の
志
を
支
援
し

た
い
と
い
う
有
三
の
想
い
が
う
か
が
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

る
。

　

一
方
で
、
有
三
は
「
真
面
目
に
登
校
出
席
し
て
い
る
学
生

に
痛
棒
を
喰
は
す
も
の
は
、
教
師
の
無
断
休
講
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
点
よ
ろ
し
く
御
注
意
あ
り
た
い
」
と
文
科
第
一
回
目
の

全
教
師
顔
合
わ
せ
の
会
で
注
意
を
促
し
た
と
い
う
（
注
６
）。

何
事
に
も
実
直
で
あ
っ
た
有
三
は
、
遅
刻
を
し
て
く
る
学
生

に
対
し
て
も
厳
し
か
っ
た
が
、
教
師
に
も
同
様
の
厳
し
さ
を

求
め
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
有
三
は
昭
和
十
一
年
に
眼
疾
に
よ
っ
て
辞
任
し
、

　

新
し
い
文
科
は
専
門
部
（
専
門
学
校
）
と
し
て
文
芸
科
（
昼

間
）と
史
学
科（
夜
間
）、そ
し
て
高
等
研
究
科（
夜
間
一
年
制
、

大
学
・
専
門
学
校
卒
業
生
対
象
）
と
し
て
新
聞
科
の
三
つ
の

専
攻
を
擁
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
で
も
文
科
の
中
心
的
存
在

で
あ
っ
た
文
芸
科
の
顔
と
な
る
べ
き
科
長
を
誰
に
す
る
か
は

重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
は
一
線
を

画
す
、
作
家
養
成
並
び
に
幅
広
い
芸
術
教
育
を
理
念
に
据
え

た
文
芸
科
に
相
応
し
い
人
物
は
誰
か
と
な
っ
た
時
、
実
作
者

と
し
て
の
実
績
と
研
究
者
的
資
質
を
兼
ね
備
え
た
人
物
と
し

て
、
山
本
有
三
の
名
前
が
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

有
三
は
「
当
大
学
か
ら
文
芸
科
の
こ
と
を
主
宰
す
る
や
う

に
と
の
勧
説
を
受
け
た
時
、
ま
っ
さ
き
に
自
分
の
頭
に
起
っ

た
の
は
、
文
学
は
教
へ
得
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
考マ

マ

で

あ
っ
た
。
だ
か
ら
自
分
は
、
極
め
て
懇
篤
な
お
勧
め
で
あ
っ

た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
際
は
っ
き
り
お
断
り
を
し
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
だ
が
、「
再
三
再
四
の
熱
烈
な
説
得
を
受
け
て

い
る
う
ち
に
、
ふ
と
自
分
の
肚
の
中
に
あ
る
考
へ
が
芽
生
え

て
来
た
。
文
学
は
勿
論
教
へ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
会
得
さ

せ
る
―
―
少
く
と
も
、
会
得
へ
の
契
機
、
媒
介
、
指
導
と
い

う
よ
う
な
こ
と
な
ら
出
来
な
い
こ
と
も
な
い
、
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
学
校
が
、
何
処
か
に
一
ヶ

所
ぐ
ら
い
あ
っ
て
も
い
い
、
と
い
う
信
念
に
達
し
た
の
で
、

つ
い
に
こ
の
重
任
を
け
が
す
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。」
と

そ
の
際
の
心
境
を
語
っ
て
い
る
（
注
１
）。

　

ま
た
「
私
は
こ
の
科
を
普
通
の
学
校
と
い
う
よ
り
は
、
文

科
長
職
は
岸
田
國
士
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
時
代
は
戦

争
へ
と
向
か
い
、
大
学
や
学
問
に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
が

取
り
巻
く
中
、
三
代
目
の
文
芸
科
長
・
豊
島
与
志
雄
の
時
に

は
昭
和
十
六
年
に
卒
業
の
繰
り
上
げ
が
行
わ
れ
、
昭
和
十
九

年
に
は
新
入
生
の
募
集
停
止
、
そ
し
て
勤
労
動
員
に
よ
る
休

講
と
い
っ
た
試
練
が
続
く
。
戦
後
、
文
科
専
門
部
は
昭
和

二
四
年
の
新
制
大
学
文
学
部
設
立
に
向
け
て
再
出
発
す
る
こ

と
と
な
る
。
現
在
、
明
治
大
学
の
文
学
部
は
文
学
科
、
史
学

科
、
心
理
社
会
学
科
の
三
学
科
を
擁
す
る
が
、
そ
の
中
の
一

つ
、
文
学
科
の
源
流
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
昭
和
七
年
に
山
本
有

三
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
文
芸
科
復
興
に
あ
る
。

（
注
１
）「
駿
台
新
報
」
昭
和
八
年
三
月
十
八
日 

三
四
四
号
。

　
　
　

引
用
は
い
ず
れ
も
『
明
治
大
学
文
学
部
五
十
年
史
資
料
叢
書
Ⅱ

　
　
　
　
資
料
文
科
専
門
部
の
創
設
』（
昭
和
五
四
年
三
月
）
よ
り
。

（
注
２
）（
注
１
）に
同
じ

（
注
３
）
久
富
正
「
追
想
「
山
本
有
三
」『
明
治
大
学
文
学
部
五
十
年
史

資
料
叢
書
Ⅶ　

文
芸
科
時
代
Ⅱ
（1932

～1951

）』（
昭
和

五
六
年
三
月
）

（
注
４
）「
駿
台
新
報
」
昭
和
八
年
十
一
月
十
一
日 

三
六
六
号

（
注
５
）「
駿
台
新
報
」
昭
和
九
年
五
月
五
日 

三
七
九
号

（
注
６
）「
駿
台
新
報
」
昭
和
九
年
六
月
九
日 

三
八
二
号

芸
修
業
者
の
た
め
の
一
つ
の
道
場
と
し
て
考
へ
て
い
る
。
教

へ
る
と
か
、
詰
め
込
む
と
か
、
暗
唱
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
重
き
を
お
か
な
い
で
、
学
生
み
づ
か
ら
が
自
身
の
力

で
「
味
わ
う
。」「
端
的
に
会
得
す
る
。」「
自
分
の
中
に
あ
る

芽
を
伸
ば
す
。」
そ
う
い
う
点
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
。
す

な
わ
ち
他
動
的
で
な
し
に
、
学
生
自
身
を
し
て
み
ず
か
ら
工

夫
発
明
さ
せ
る
こ
と
を
念
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も

創
作
に
志
す
人
々
に
だ
け
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
。
広
く
文

学
的
な
高
い
教
養
を
お
さ
め
た
い
と
望
む
人
々
に
も
、
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
要
件
で
あ
る
と
思
う
。」
と
そ
の
教
育
方
針
を

語
っ
て
い
る
（
注
２
）。

　

文
芸
科
の
初
代
科
長
と
な
っ
た
有
三
の
こ
の
よ
う
な
教
育

理
念
の
下
、
文
科
の
授
業
で
は
教
室
に
お
け
る
講
義
以
外
に
、

演
劇
・
映
画
・
美
術
な
ど
の
鑑
賞
や
鉱
山
・
刑
務
所
な
ど
の

見
学
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
で
実
践
的
な
活
動
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
当
時
す
で
に
文
壇
で
活
躍
し
て
い
た
有
三
の
交
友
関
係

を
中
心
に
、
豊
島
与
志
雄
（
創
作
指
導
）、
里
見
弴
（
文
芸

論
）、岸
田
國
士
（
創
作
指
導
）、小
林
秀
雄
（
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、

ラ
ン
ボ
ー
）、
横
光
利
一
（
創
作
指
導
）、
萩
原
朔
太
郎
（
フ

ラ
ン
ス
象
徴
詩
）、
土
屋
文
明
（
万
葉
集
研
究
）、
阿
部
知
二

松下浩幸（まつした・ひろゆき）
明治大学農学部教授。明治大学史資料センター
運営委員。一九六〇年、大阪府生まれ。専門は
日本近代文学。著書に『夏目漱石－Xなる人生
-』（NHK 出版）、共著に『異文化体験としての
大都市―ロンドンそして東京』（風間書房）、『怪
異とナショナリズム』（青弓社）など。

山
本
有
三
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治
大
学
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